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被検液：ION-HCLO-PKS（エヴァウォーター）
ウイルス：新型ヒトコロナウイルス（SARS-CoV-2）株名：SARS-CoV-2/Hu/DP/Kng/19-020

ウイルス⼒価：1.2x106（1200000）PFU/ml
最終濃度：6000−10000PFU

エヴァウオーターの希釈（スタート濃度：236ppm）：200,100,50,25,0 ppm（ﾐﾘ Q で希釈）
pH：5.85

⽅法：95ul エヴァウオーターに 5ul を添加し（6.0x104 PFU/ml）、60 秒インキュベート
ストップ液 900ul を添加。それを 500ul ずつ 24 ウェルプレートに 3 ウェルずつ接種しウイルス⼒価を測
る。
最終ウイルス量
6.0x104 PFU/ml ｘ10 分の 1＝6.0x103 PFU/ml（理論上）  実際の計測値の平均が 7333.3 PFU/ml

細胞の上清を吸引し、処置したウイルスを接種、2 時間インキュベート後メチルセルロースをオーバーレ
イする。4 ⽇培養後、PBS(+)で洗浄し、10％ホルマリンで 30 分固定後、⽔道⽔であらって、乾燥する。
メチレンブルーを 500ul 添加し 30 分間おいて、⽔道⽔で洗い、乾燥してプラックを数える。

結論
100-200ppm では、完全にウイルスを 0 にする。
50ppm でも 99.9%、25ppm でも 97.2% 抑制した。

従って 25ppm で 97.2%、50ppm でほぼ 100%のウイルスを殺すことがわかった。
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以下は各希釈にみられたプラックの写真を例として撮ったもの。定量的写真ではない。 
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